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３．家庭教育 

（１）家庭の教育力の変化 

◇「低下している」が５割台半ば 

 

国や地方自治体は、家庭教育の自主性を尊重しつつ、家庭での教育を支援する施策を講ずる

よう努めることとなっています。本調査は、家庭教育について市民の皆さんのご意見を伺い、

今後の施策展開の参考とさせていただくものです。 

※このアンケートにおける「家庭教育」とは、家庭において保護者が、家族のふれあいを通して、子ど

もに基本的な生活習慣、他人に対する思いやり、善悪の判断などの基本的倫理観、自尊心や自立心、

社会的マナーなどを身につけさせるために行う教育のことを言います。また、「家庭の教育力」とは、

「家庭教育」において家庭が果たす役割のことを言います。 

 

問15 あなたは近年、家庭の教育力がどう変化していると思いますか。（○は１つだけ） 

 

図３－１－１ 家庭の教育力の変化－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、家庭の教育力がどう変化していると思うか聞いたところ、「低下している」（55.2％）が５

割台半ばで多くなっている。「変わらない」（13.8％）は１割強で、「向上している」は4.1％となっ

ている。（図３－１－１） 
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図３－１－２ 家庭の教育力の変化－性別・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「低下している」は女性（57.3％）が男性（53.6％）より3.7ポイント高くなって

いる。「変わらない」は男性（15.8％）が女性（12.2％）より3.6ポイント高くなっている。 

年齢別にみると、「低下している」は60～64歳（65.5％）で６割台半ばと多くなっている。「変わ

らない」は40～49歳（19.2％）で２割弱と多くなっている。（図３－１－２） 

 

図３－１－３ 家庭の教育力の変化－ライフステージ別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、「低下している」は家族成熟期（64.6％）で６割台半ばと多くなっ

ている。「変わらない」は家族成長後期（24.7％）で２割台半ばと多くなっている。（図３－１－３） 
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（２）家庭の教育力が低下していると思う理由 

◇「しつけや教育の仕方がわからない保護者が増えているから」が約５割 

 

（問15で、「低下している」とお答えの方に） 

問15－１ 家庭の教育力が低下している理由は何だと考えますか。（○は３つまで） 

 

図３－２－１ 家庭の教育力が低下していると思う理由－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、家庭の教育力が「低下している」と回答した1,503人に、その理由を聞いたところ、「しつ

けや教育の仕方がわからない保護者が増えているから」（50.8％）が最も多く約５割となっている。

次いで「テレビ、インターネット、ゲーム、雑誌などが子どもに与える影響が大きいから」（32.9％）、

「しつけや教育を学校や塾に依存する保護者が増えているから」（32.5％）、「過保護・過干渉な保

護者が増えているから」（30.8％）などの順となっている。（図３－２－１） 
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図３－２－２ 家庭の教育力が低下していると思う理由－性別・年齢別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「しつけや教育の仕方がわからない保護者が増えているから」は男性（54.3％）

が女性（47.6％）より6.7ポイント高くなっている。「テレビ、インターネット、ゲーム、雑誌など

が子どもに与える影響が大きいから」は女性（36.1％）が男性（29.7％）より6.4ポイント高くな

っている。 

 

年齢別にみると、「しつけや教育の仕方がわからない保護者が増えているから」は65歳以上

（55.0％）で最も多く５割台半ばとなっている。「テレビ、インターネット、ゲーム、雑誌などが

子どもに与える影響が大きいから」は65歳以上（38.3％）で４割近くと多くなっている。「過保護・

過干渉な保護者が増えているから」は20～29歳（40.4％）で約４割と多くなっている。 

（図３－２－２） 
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図３－２－３ 家庭の教育力が低下していると思う理由－ライフステージ別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、「テレビ、インターネット、ゲーム、雑誌などが子どもに与える影

響が大きいから」は老齢期（38.3％）で４割近くと多くなっている。「過保護・過干渉な保護者が

増えているから」は独身期（44.2％）で４割台半ばと多くなっている。「しつけや教育に無関心な

保護者が増えているから」は家族成長後期（32.3％）で３割強と多くなっている。（図３－２－３） 
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（３）家庭での子どもとの関わり方で保護者が重視すべきこと 

◇「あいさつや言葉づかいなど、社会的マナーを身につけること」が７割近く 

 

問16 家庭での子どもとの関わり方で保護者は何を重視すべきと考えますか。（○は３つまで） 

 

図３－３－１ 家庭での子どもとの関わり方で保護者が重視すべきこと－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭での子どもとの関わり方で保護者は何を重視すべきか聞いたところ、「あいさつや言葉づか

いなど、社会的マナーを身につけること」（66.3％）が最も多く７割近くとなっている。次いで「周

りの人に迷惑をかけないなど、基本的な倫理観を身につけること」（58.5％）、「『早寝・早起き・朝

ごはん』など、規則正しい生活習慣を身につけること」（37.6％）、「思いやりやがまんする心を養

うこと」（35.5％）などの順となっている。（図３－３－１） 
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図３－３－２ 家庭での子どもとの関わり方で保護者が重視すべきこと－性別・年齢別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「『早寝・早起き・朝ごはん』など、規則正しい生活習慣を身につけること」は女

性（42.5％）が男性（32.0％）より10.5ポイント高くなっている。「あいさつや言葉づかいなど、

社会的マナーを身につけること」は男性（70.2％）が女性（63.6％）より6.6ポイント高くなって

いる。 

 

年齢別にみると、「あいさつや言葉づかいなど、社会的マナーを身につけること」は30～39歳

（73.1％）で最も多く７割強となっている。「周りの人に迷惑をかけないなど、基本的な倫理観を

身につけること」は50～59歳（66.0％）で７割近くと多くなっている。「親子で過ごす時間を十分

にとること」は20～29歳（34.5％）で３割台半ばと多くなっている。（図３－３－２） 

ｎ

全　体 (2,723)

男　性 (1,206)

女　性 (1,401)

20～29歳 ( 197)

30～39歳 ( 305)

40～49歳 ( 449)

50～59歳 ( 421)

60～64歳 ( 290)

65歳以上 ( 976)

70.2

63.6

68.5

70.8

72.4

59.3

66.3

73.1

67.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

□あいさつや言葉づかい
   など、社会的マナーを
   身につけること

(%)

58.6

59.4

50.8

61.2

66.0

54.4

65.5

58.4

58.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

32.0

42.5

27.4

37.9

35.9

42.8

35.9

31.8

37.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

□周りの人に迷惑をかけない
   など、基本的な倫理観を
   身につけること

□「早寝・早起き・朝ごはん」
   など、規則正しい生活習慣を
   身につけること

(%) (%)

ｎ

全　体 (2,723)

男　性 (1,206)

女　性 (1,401)

20～29歳 ( 197)

30～39歳 ( 305)

40～49歳 ( 449)

50～59歳 ( 421)

60～64歳 ( 290)

65歳以上 ( 976)

34.8

36.8

35.5

33.0

35.9

37.0

41.0

31.8

35.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

□思いやりやがまんする心を
   養うこと

(%)

16.7

21.1

34.5

20.3

15.9

13.8

15.9

30.5

19.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

12.9

13.3

9.1

8.2

11.6

14.2

16.6

17.7

13.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

□親子で過ごす時間を
   十分にとること

□子どもの自然体験や生活
   体験など体験活動を行うこと

(%) (%)



 - 74 - 

図３－３－３ 家庭での子どもとの関わり方で保護者が重視すべきこと－ライフステージ別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、「『早寝・早起き・朝ごはん』など、規則正しい生活習慣を身につけ

ること」は家族成長前期（45.1％）で４割台半ばと多くなっている。「親子で過ごす時間を十分に

とること」は家族形成期（34.8％）で３割台半ばと多くなっている。（図３－３－３） 
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（４）家庭の教育力を向上させるために必要なこと 

◇「保護者自身の学習」が約５割 

 

問17 あなたは、家庭の教育力を向上させるためには何が必要と考えますか。（○は３つまで） 

 

図３－４－１ 家庭の教育力を向上させるために必要なこと－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭の教育力を向上させるためには何が必要と考えるか聞いたところ、「保護者自身の学習」

（50.7％）が最も多く約５割となっている。次いで「自然体験や、スポーツなどの子どもの体験活

動」（28.6％）、「友人、知人などの身近な相談相手」（20.7％）、「専門的なアドバイスが得られる相

談機関や相談員」（20.5％）などの順となっている。（図３－４－１） 

（ｎ＝2,723）

保護者自身の学習

自然体験や、スポーツなどの子どもの体験活動

友人、知人などの身近な相談相手

専門的なアドバイスが得られる相談機関や相談員

勤務時間の短縮や休暇の増加

地域と子育て家庭との関わり

祖父母や親類の協力や助言

家庭教育の重要性についての啓発や広報

経済的支援

保護者が気軽に立ち寄って情報交換ができる場

親子で参加できる学校や地域の行事

学校からの支援や働きかけ

その他

無回答

50.7

28.6

20.7

20.5

16.6

16.3

16.3

15.8

15.8

14.6

13.1

12.1

1.7

5.9

0 10 20 30 40 50 60（％）
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図３－４－２ 家庭の教育力を向上させるために必要なこと－性別・年齢別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）回答率が16.3％の２項目のうち、「地域と子育て家庭の関わり」を選択した人は445人、「祖父母や親類の協力や

助言」を選択した人は443人であるため、回答者が多い「地域と子育て家庭の関わり」を第６位として掲載した。 

 

性別にみると、「保護者自身の学習」は男性（55.1％）が女性（48.2％）より6.9ポイント高くな

っている。「友人、知人などの身近な相談相手」は女性（23.2％）が男性（17.7％）より5.5ポイン

ト高くなっている。「自然体験や、スポーツなどの子どもの体験活動」は男性（31.4％）が女性

（26.1％）より5.3ポイント高くなっている。 

 

年齢別にみると、「友人、知人などの身近な相談相手」は20～29歳（26.4％）で３割近くと多く

なっている。「勤務時間の短縮や休暇の増加」は低い年代ほど割合が多くなっており、20～29歳

（33.0％）で３割強と多くなっている。（図３－４－２） 

ｎ

全　体 (2,723)

男　性 (1,206)

女　性 (1,401)

20～29歳 ( 197)

30～39歳 ( 305)

40～49歳 ( 449)

50～59歳 ( 421)

60～64歳 ( 290)

65歳以上 ( 976)

55.1

48.2

48.7

53.7

53.9

49.4

50.7

50.8

51.7

0 10 20 30 40 50 60

□保護者自身の学習

(%)

31.4

26.1

26.9

27.2

26.8

29.9

30.0

28.2

28.6

0 10 20 30 40 50 60

17.7

23.2

26.4

17.1

19.2

20.9

18.3

25.2

20.7

0 10 20 30 40 50 60

□自然体験や、スポーツ
   などの子どもの体験活動

□友人、知人などの
   身近な相談相手

(%) (%)

ｎ

全　体 (2,723)

男　性 (1,206)

女　性 (1,401)

20～29歳 ( 197)

30～39歳 ( 305)

40～49歳 ( 449)

50～59歳 ( 421)

60～64歳 ( 290)

65歳以上 ( 976)

18.2

22.8

18.3

20.5

24.9

18.5

23.1

20.0

20.5

0 10 20 30 40 50 60

□専門的なアドバイスが
   得られる相談機関や相談員

(%)

15.8

17.4

33.0

22.9

18.1

8.0

12.1

25.9

16.6

0 10 20 30 40 50 60

15.1

17.1

19.8

17.8

18.3

13.4

19.3

15.4

16.3

0 10 20 30 40 50 60

□勤務時間の短縮や
   休暇の増加

□地域と子育て家庭との関わり

(%) (%)
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図３－４－３ 家庭の教育力を向上させるために必要なこと－ライフステージ別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）回答率が16.3％の２項目のうち、「地域と子育て家庭の関わり」を選択した人は445人、「祖父母や親類の協力や

助言」を選択した人は443人であるため、回答者が多い「地域と子育て家庭の関わり」を第６位として掲載した。 

 

ライフステージ別にみると、「友人、知人などの身近な相談相手」は独身期（29.3％）で３割弱

と多くなっている。「勤務時間の短縮や休暇の増加」は家族成長前期（32.9％）で３割強と多くな

っている。（図３－４－３） 
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全　　　体 (2,723)

独 身 期 ( 256)

家 族 形 成 期 ( 253)

家族成長前期 ( 164)

家族成長後期 ( 162)

家 族 成 熟 期 ( 514)

老 齢 期 ( 976)

そ の 他 ( 288)

56.3

47.4

46.3

51.2

49.4
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□保護者自身の学習
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27.0
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31.1

29.0
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28.6
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(%) (%)
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独 身 期 ( 256)
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家族成長後期 ( 162)

家 族 成 熟 期 ( 514)

老 齢 期 ( 976)

そ の 他 ( 288)

21.1

16.2

13.4

24.1

18.5

30.6

16.7

20.5
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□専門的なアドバイスが
   得られる相談機関や相談員

(%)

27.7

29.2

32.9

16.0

8.0

13.5

21.6

16.6
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16.8

19.0

16.5

17.9

13.4

19.8

16.7
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□勤務時間の短縮や
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□地域と子育て家庭との関わり
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（５）家庭教育について学習をした経験 

◇「ある」が約３割 

 

問18 あなたは、家庭教育について、講演会や講座、または本やテレビ、インターネットなど

を通じて、学習をしたことがありますか。（○は１つだけ） 

 

図３－５－１ 家庭教育について学習をした経験－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育について、講演会や講座、または本やテレビ、インターネットなどを通じて、学習をし

たことがあるか聞いたところ、「ある」（30.4％）が約３割、「ない」（60.4％）が約６割となってい

る。（図３－５－１） 

(％) n = 2,723

ある
30.4

わからない
6.0

ない
60.4

無回答
3.2



 - 79 - 

図３－５－２ 家庭教育について学習をした経験－性別・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「ある」は女性（35.9％）が男性（24.5％）より11.4ポイント高くなっている。 

年齢別にみると、「ある」は30～39歳（37.7％）で４割近くと多くなっている。一方、「ない」は

20～29歳（69.0％）で７割弱と多くなっている。（図３－５－２） 

 

図３－５－３ 家庭教育について学習をした経験－ライフステージ別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、「ある」は家族成長前期（51.2％）で５割強と多くなっている。一

方、「ない」は独身期（71.1％）で７割強と多くなっている。（図３－５－３） 

ｎ （％）

全　体 (2,723)

男　性 (1,206)

女　性 (1,401)

20～29歳 ( 197)

30～39歳 ( 305)

40～49歳 ( 449)

50～59歳 ( 421)

60～64歳 ( 290)

65歳以上 ( 976) 27.0

30.3

35.4

34.1

37.7

18.8

35.9

24.5

30.4

61.3

62.4

58.9

58.6

53.1

69.0

54.1

67.5

60.4

5.0

4.8

4.0

6.2

8.9

11.7

6.6

5.3

6.0

6.7

2.4

1.7

1.1

0.3

0.5

3.4

2.7

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ある ない わからない 無回答

ｎ （％）

全　　　体 (2,723)

独 身 期 ( 256)

家 族 形 成 期 ( 253)

家族成長前期 ( 164)

家族成長後期 ( 162)

家 族 成 熟 期 ( 514)

老 齢 期 ( 976)

そ の 他 ( 288) 11.8

27.0

39.1

40.1

51.2

45.1

16.4

30.4

77.8

61.3

55.6

56.2

40.9

46.6

71.1

60.4

8.3

5.0

3.7

3.1

6.7

7.5

12.1

6.0

2.1

6.7

1.6

0.6

1.2

0.8

0.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ある ない わからない 無回答
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（６）家庭教育について学習したこと 

◇「子どもの心理・性格形成・しつけ方」が６割台半ば 

 

（問18で、「ある」とお答えの方に） 

問18－１ それはどのような内容のものですか。（○はいくつでも） 

 

図３－６－１ 家庭教育について学習したこと－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育について、学習をしたことが「ある」と回答した827人に、それはどのような内容のも

のか聞いたところ、「子どもの心理・性格形成・しつけ方」（64.2％）が最も多く６割台半ばとなっ

ている。次いで「子どもに対する保護者の関わり方」（55.6％）、「子どもの健康・身体的発育」（43.7％）、

「子どもを取り巻く社会環境」（35.6％）、「家庭の教育的機能・家族の人間関係」（27.3％）などの

順となっている。（図３－６－１） 

（ｎ＝827）

子どもの心理・性格形成・しつけ方

子どもに対する保護者の関わり方

子どもの健康・身体的発育

子どもを取り巻く社会環境

家庭の教育的機能・家族の人間関係

学校教育の仕組みや家庭における学習の方法

男女差別をしない子育て

その他

無回答

64.2

55.6

43.7

35.6

27.3

18.9

6.8

2.8

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70（％）
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図３－６－２ 家庭教育について学習したこと－性別・年齢別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「子どもの健康・身体的発育」は女性（49.7％）が男性（34.1％）より15.6ポイ

ント高くなっている。「学校教育の仕組みや家庭における学習の方法」は男性（24.3％）が女性

（15.9％）より8.4ポイント高くなっている。 

 

年齢別にみると、「子どもの心理・性格形成・しつけ方」は20～29歳（75.7％）で７割台半ばと

多くなっている。「子どもの健康・身体的発育」は30～39歳（53.0％）で最も多く５割強となって

いる。「学校教育の仕組みや家庭における学習の方法」は20～29歳（29.7％）で３割弱と多くなっ

ている。（図３－６－２） 
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男　性 (296)

女　性 (503)

20～29歳 ( 37)

30～39歳 (115)

40～49歳 (153)

50～59歳 (149)

60～64歳 ( 88)

65歳以上 (264)
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66.6
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67.8
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55.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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53.0

43.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

□子どもに対する
   保護者の関わり方

□子どもの健康・身体的発育
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図３－６－３ 家庭教育について学習したこと－ライフステージ別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、「子どもの心理・性格形成・しつけ方」は独身期（73.8％）、家族成

長前期（73.8％）、家族形成期（73.7％）で７割強と多くなっている。「子どもの健康・身体的発育」

は家族形成期（57.9％）で６割近くと多くなっている。「学校教育の仕組みや家庭における学習の

方法」は独身期（28.6％）で３割近くと多くなっている。（図３－６－３） 

ｎ

全　　　体 (827)
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そ の 他 ( 34)
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55.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

35.7

57.9
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そ の 他 ( 34)
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(%)
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（７）家庭教育について学習する方法 

◇「家庭教育に関する学級・講座・講演などから」が３割強 

 

問19 あなたが家庭教育について学習をするとしたら、どのようなものから学習したいと思い

ますか。（○は３つまで） 

 

図３－７－１ 家庭教育について学習する方法－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育について学習をするとしたら、どのようなものから学習したいと思うか聞いたところ、

「家庭教育に関する学級・講座・講演などから」（32.5％）が最も多く３割強となっている。次い

で「友人・サークルなどの身近な経験者などから」（27.5％）、「書籍から」（23.8％）、「両親や年配

者から」（21.0％）、「テレビ・ラジオから」（19.6％）などの順となっている。（図３－７－１） 

（ｎ＝2,723）

家庭教育に関する学級・講座・講演などから

友人・サークルなどの身近な経験者などから

書籍から

両親や年配者から

テレビ・ラジオから

新聞・週刊誌・雑誌から

専門の相談員から

インターネットから

子どもが通学する学校で配布される資料から

近所などの地域の方から

学校やＰＴＡの会合などから

その他

無回答

32.5

27.5

23.8

21.0

19.6

18.2

17.5

15.4

11.5

11.2

10.8

1.7

9.4

0 10 20 30 40（％）
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図３－７－２ 家庭教育について学習する方法－性別・年齢別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「友人・サークルなどの身近な経験者などから」は女性（32.5％）が男性（21.7％）

より10.8ポイント高くなっている。 

 

年齢別にみると、「家庭教育に関する学級・講座・講演などから」は60～64歳（39.3％）で４割

弱と多くなっている。「友人・サークルなどの身近な経験者などから」は20～29歳（38.6％）で４

割近くと多くなっている。「書籍から」は50～59歳（32.3％）で３割強と多くなっている。「両親や

年配者から」は20～29歳（36.0％）で４割近くと多くなっている。（図３－７－２） 
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図３－７－３ 家庭教育について学習する方法－ライフステージ別（上位６位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、「家庭教育に関する学級・講座・講演などから」は家族成熟期（40.3％）

で約４割と多くなっている。「友人・サークルなどの身近な経験者などから」は独身期（38.7％）

で４割近くと多くなっている。「書籍から」は家族成長後期（30.9％）で最も多く約３割となって

いる。「両親や年配者から」は独身期（36.3％）で４割近くと多くなっている。（図３－７－３） 
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